
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

１～１５ｍｍの薄型の貼着体であって、 少なくとも２つの成分が
２室以上に収納され ており、

前記の
成分が混合し、 効能 発揮 する貼着体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
二つの反応成分を混合して、特別の効能を発揮させる用途、例えば、消炎用冷湿布（温湿
布）、魚の目用膏薬、肩凝り用の貼り膏薬等の医療用、電気関連や家庭雑貨としてのケミ
カルルミネッセンス、家庭用、産業用の接着用シート等に、物体、動物、人間の皮膚等へ
の貼着体として利用できる。
【０００２】
【従来の技術】
使用時に２成分を混合して、特別の効果を発揮せしめる方法あるいは包装には次に挙げる
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厚みが 該貼着体は、 上下
方向に層状に設けられた た包装体で形成され 各室の間を仕切
る仕切りフィルムには、その一部に開口部を設けるためのカットまたはハーフカット部が
設けられ、該カットまたはハーフカット部の上にイージーピール性を付与したプルタブ付
きテープ体がヒートシールされると共に、該テープ体は、該ヒートシール部の端部で折り
返されて該テープ体の端縁部のプルタブが該包装体の外側に突出するように設けられ、該
プルタブを外側に引き抜くことにより、該カットまたはハーフカット部が開口して

該混合成分による が されるようにしたことを特徴と



ような各種のタイプがある。即ち、別々の容器に充填し、使用時に混ぜ合わせる、注射器
等で、他の成分を入れた容器内に注入する、隔壁を有した包装体に２成分を分離包装して
おき、使用時に、前記隔壁を破壊して、前記２成分を混合する。前記隔壁としては、種々
のものがあり、成型品をネジで合体させる方法において、一方の容器の口部に設けたメン
ブラン等を他の容器に内蔵した突き破り用の突起物により、両容器の２段締めで、前記メ
ンブランが破られ、２成分が混合される方法等である。
この他、パウチによる方法もある。図５は、パウチに二つの液体を分離包装されている例
であり、（ａ）は斜視図、（ｂ）はＸ－Ｘ′の断面図である。
パウチを用いる例としては、ヒートシール部により間で仕切られた包装体に２液が別々に
収納されており、使用時に、２成分の間にあるヒートシール部分を物理的に、例えば力を
入れて２液の内容物を押さえ圧力を加えて該ヒートシール部分を剥離させる等して混合し
使用している。
特に前記パウチの例における弱シール性を有するヒートシール部分ＳＷは、包装体の他の
ヒートシール部ＳＳより弱く接着されている。即ち、弱接着の方法としては、弱接着させ
ようとする部分を他のシール部分より、低温でヒートシールして弱い接着としたり、使用
時に剥離させたいヒートシール部に抗ヒートシール（ヒートシール性を阻害する物質）を
スポットコートする方法、異材質の樹脂間でのイージーピール性の利用として、剥離させ
たいヒートシール部に、異材質のフィルム等を介在させる等の技法を用いていた。
使用時混合タイプ包装体としては、例えば、実開昭６３－３３３８　　［加熱機能を備え
た包装容器］　があるが、構造体としては、薄型でなく、かつ、柔軟性もなく、物体や皮
膚に貼着するには不適当なものであった。
また、薄型の使用時混合タイプ包装体としては、例えば、実開平１－１６８４７２　［包
装体］　があるが、この考案は、混合する２つの成分が、易剥離性シール部を介して２室
に収納され、使用時に前記易剥離性シール部を剥離することによって、２つの成分を混合
させる方式であるが、混合の際、効能を発揮させるのに時間がかかる等の欠点があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
使用する迄は、別々に包装された２種の物質が単純な操作によって、接触し、混合するこ
とによって、効能が発揮でき、かつ、１　～１５ｍｍの厚さであって、他の物体あるいは
皮膚等に密着させて利用できるように、薄型に、また、用途によっては柔軟性を有した貼
着体を提供する。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
前記課題に対し、鋭意研究の結果、本発明者は次のような貼着体を提供することができた
。それは、 １～１５ｍｍの薄型の貼着体であって、 少なくとも２つの
成分が ２室以上に収納され ており、

前記の成分が混合し、 効能 発揮 貼着体であ
る。
【０００５】
本発明について、図等により詳細に説明する。図１は、本発明の代表的な実施例を示す断
面図であり、図２は開口された状態を示す説明図である。
２つの反応成分Ａ，Ｂは使用するまでは、分離包装とする。すなわち、密封包装体Ｐに反
応成分Ａを、前記密封包装体を包含して、外装Ｆに反応成分Ｂが包装されているが、反応
成分Ａ、Ｂは、前記Ａ成分を包装している密封材料により、分離した状態である。
この例における反応成分Ｂは、バインダーにより、ベースシート４上に固着して、該成分

10

20

30

40

50

(2) JP 3605437 B2 2004.12.22

厚みが 該貼着体は、
上下方向に層状に設けられた た包装体で形成され 各室

の間を仕切る仕切りフィルムには、その一部に開口部を設けるためのカットまたはハーフ
カット部が設けられ、該カットまたはハーフカット部の上にイージーピール性を付与した
プルタブ付きテープ体がヒートシールされると共に、該テープ体は、該ヒートシール部の
端部で折り返されて該テープ体の端縁部のプルタブが該包装体の外側に突出するように設
けられ、該プルタブを外側に引き抜くことにより、該カットまたはハーフカット部が開口
して 該混合成分による が されるように構成した



Ｂの面と、前記成分Ａを収納した密封包装体Ｐの開口予定部のある面とを、多孔性シート
を介して、上下に位置させて対面する構造にしたため、使用時に成分Ａと成分Ｂが速やか
に混合させることができる。
【０００６】
次に本発明による貼着体の使用方法について説明する。貼着体を外気中の塵埃や細菌等に
よる汚染から保護するための外装より取り出し、貼着体の端部に突出したプルタブ３を掴
んで引いて、密封包装体Ｐの所定の部位を開口する。密封包装体Ｐは、易開封性の容器を
用いるが、易開封性の容器の開封方法として、テープ３を容器に接着するか、容器の一部
分をテープ状に延長して、前記テープあるいはテープ状物を引くことにより、前記密封包
装体の一部が開口することにより、成分Ａが露出され、次いで、近傍に存在する成分Ｂに
接触、混合することによって、特別の効能を発揮するに至るのである。
次に、ベースシートの裏面に設けた粘着剤の塗布面を剥離紙を除去することにより露出さ
せ、皮膚等に貼着する。
【０００７】
本発明は、使用時混合タイプの内容物の一つ、前記成分Ａがイージーピール性の包装体（
密封包装体Ｐ）に入っており、もう一つの他の内容物、前記成分Ｂが、このイージーピー
ル性の包装体と接触するように配置され、使用時に、イージーピール性の包装体の一部タ
ブ３を引っ張り開封することにより、密封包装体Ｐに開口部Ｚが形成される。該開口部Ｚ
から成分Ａが流出してきて、多孔性シートを透過して、成分Ｂと混合し、混合内容物が活
性化して効能を発揮する。
本発明においては、成分Ａは流動体であることが好ましく、成分Ｂは粉体、固体等が好ま
しい。使用時に、流動体が粉体、粒体あるいは固体またはこれらの混合体に接触して反応
等が生じ、特別な効能が発揮されるような場合において特に有効である。
【０００８】
密封包装体Ｐについて更に説明する。図２は本発明による密封包装体Ｐの代表的な実施例
の説明図である。
本実施例における密封包装体Ｐは、流動体を包装するが、トレー１１と蓋１２とからなり
、前記蓋に予め開口部を開封しやすくするために開口予定部Ｘ－１にカット又は半カット
Ｋしておき、その上からピール性の素材１３をヒートシールしておく。蓋材１２に対する
プルタブ１３のヒートシールの方法は、例えば、図２（ａ）に示すように、円形シールと
し、同図（ｃ）（ｄ）に示すように、プルタブ１３をＨ方向に引っ張ると、ＳＲのヒート
シール部は、蓋とプルタブとで、イージーピールして、蓋のカット又はハーフカット部の
内側のヒートシール部はプルタブに付着したままとなり、前記プルタブを引ききると、開
口部Ｚ－１が形成されるのである。
前記ヒートシール部にイージーピール性を与える方法としては、例えば、蓋材の表面材質
をエチレン－プロピレンの共重合体からなる層とし、プルタブのシール層（蓋とシールす
る面）をエチレン－酢酸ビニル共重合体であって、エチレンを主とする（エチレンが　９
５　モル％）　共重合体からなる層とすることにより可能である。また、他のイージーピ
ール性の組み合わせによっても良い。
プルタブの一端は使用時に引っ張りやすくするためのやや大きめにするのが好ましい。
【０００９】
図３は、密封包装体Ｐの別の実施例であり、（ａ）は密封包装体Ｐを蓋材面からみた平面
図であり、（ｂ）は蓋材の延長部を折り返した状態の断面図であり、（ｃ）は開口した後
の密封包装体Ｐを蓋材面からみた平面図である。
成分Ａをトレー２１に充填し、１軸延伸フィルムを含む蓋材２２を用いて密封包装体Ｐと
するが、その際、前記蓋材に用いられた１軸延伸フィルムの延伸方向と平行に一部を延長
してプルタブとするが前記延長部のつけ根の両サイドに切れ目Ｎ１ 　 、Ｎ２ 　 を設ける。
前記１軸延伸フィルムの延伸方向は、図に示すＴ方向とする。また、トレー２１と蓋材２
２はイージーピール性を示す組み合わせとするが、この様なイージーピール性密封包装体
Ｐを構成する材質例としては、ポリプロピレンシートより真空成形されたトレーと、ポリ
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エステルフィルム（ＰＥＴ）／蒸着ＰＥＴ／ピール樹脂層の組み合わせにより可能となる
。前記ピール樹脂層としては、エチレン－α・オレフィン共重合体、ポリプロピレン樹脂
、ポリエチレン樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合体の混合体をインフレーション法によ
り製膜したもの等を利用できる。
この密封包装体Ｐを開口する場合は、前記蓋材の延長部２３を引っ張ることにより、前記
切れ目Ｎ１ 　 、Ｎ２ 　 から蓋材は、前記１軸延伸フィルムの延伸方向に沿って裂けていき
、最終的に開口部Ｚ－２を形成する。
【００１０】
本発明による混合方法は、従来の２液混合タイプのごとく横に平列ではなく、反応成分Ａ
、Ｂを上下に配置しているために、従来の前記横並び式の技術に比して、効能を発揮する
までの時間が短いという特徴を有する。好ましい実施態様としては上部が流動体の包装物
で下部が粉体又は固体の固定された部分であり、上部の密封包装体Ｐに設けられたプルタ
ブを引っ張ることにより、図２に示すように、開口部Ｚが形成され、流動体Ａが流れ出て
、下部の粉体又は固体Ｂと接触あるいは混合して活性化し、有効なる効力を発揮する。
【００１１】
本発明における貼着体は、他の物体、又は、動物や人間の皮膚に貼着して用いるために、
使用時には、薄い状態でなくてはならない。更に、皮膚等への貼着用途においては、体の
動きに追随できる柔軟性を示す材質が望ましく、若干の伸縮性があれば更に好ましい。
前記貼着体の厚さは　１～１５ｍｍ程度、更に、好ましくは　１～５ｍｍ　程度である。
本発明の目的を考慮すれば、本貼着体は可能な限り薄い構造体であることが望ましいが、
実用できる密封包装体Ｐの材料厚さ、反応成分の必要量等から１ｍｍ　以上となり、厚さ
が１５ｍｍを超えると、貼着体としての使用性において、支障を来す。
【００１２】
成分Ａが流動体である場合、密封包装体Ｐを開口した時、成分Ｂに均一に接触させるため
に、図１、図２に示すように、成分Ｂと反応成分Ａの間に、成分Ｂの展開面積に相当する
面積の大きさにした多孔性シート５を介在させることができる。該多孔性シートは、粉体
層の保護と密封包装体Ｐから流動体（成分Ｂ）が流れ出る際に反応成分Ｂの全体に前記成
分Ａが均一に行きわたるという効果を示す。該多孔性シートの材質としてはナイロン製の
メッシュ或いは不織布等が好ましい。
【００１３】
本発明に使用する密封包装体Ｐをトレータイプとする場合、該トレーに使用し得る具体的
トレー材質としては、ＰＰ、ＡＢＳ、ＰＥ、発泡ＰＥ、Ａ－ＰＥＴ、ＰＶＣ、ＰＳ等のシ
ート、あるいはこれらのブレンド物、また各種共重合体（例えば、ＥＰラバーなど）であ
り、前に述べた皮膚等への貼着用途に要求される柔軟性のトレー材質としては、未延伸ナ
イロンフィルム、ポリエステル系エラストマー等と、ポリエチレンフィルム等とをラミネ
ートしたような複合フィルムを使用することができる。
その蓋体は、ＰＥＴ、ＯＮ，ＯＰＰなどの基材フィルムに、バリア層を積層し、または、
積層しないで、前記トレーに対して、特にヒートシール方法による接着が可能なシーラン
ト層を積層したものである。更に、該蓋材の表面（シーラント層と反対面）には、イージ
ーピール性を付与するために、ＰＥ又はＣＰＰ等を積層することがある。プルタブについ
ては、ＰＥＴ／ＰＥ、ＰＥＴ／ＣＰＰ、ＯＮ／ＰＥ、ＯＮ／ＣＰＰなど引っ張り強度の強
いラミネート素材が良い。
該ブルタブ３の構成は、前記プルタブ基材とピール性樹脂とをはり合わせた引っ張り強度
の強いラミネート素材が良い。前記ピール樹脂は、前に述べた蓋材の表面に設けた層がＰ
Ｅであれば、ＰＥに対してイージーピール性を示す樹脂とし、又、蓋材の表面に設けた層
がＣＰＰであれば、ＣＰＰに対してイージーピール性を示す樹脂とする。
【００１４】
密封包装体Ｐがトレータイプのものについて説明してきたが、密封包装体Ｐがパウチ状の
ものを使用しても同じように実施可能である。
図４は、密封包装体Ｐとしてパウチを使用した例である。３０はパウチ、３３はプルタブ
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であり、Ｋはカット又はハーフカット、該カットを境界として、外側において、プルタブ
３３がヒートシールされている部分をＳＲＰ、前記境界の内側のヒートシール部分をＳＣ
Ｐとして、プルタブ３３と密封包装体Ｐのパウチ表面とは、ヒートシールされている。
該パウチの材質としては、ＰＥＴ／ＡＬ／ＰＥ、ＰＥＴ／ＡＬ／ＣＰＰ等構成のパウチを
使用することが出来る。イージーピール性を付与する方法は、前述のトレータイプの説明
において述べたように、パウチの表面材にＰＥ又はＣＰＰの層を設け、それぞれの層に対
応したピール樹脂をプルタブに積層する。
（ｂ）（ｃ）に示すように、プルタブ３３を引っ張ると、前記ＳＲＰのヒートシール部に
おいて、イージーピールして、ＳＣＰの部位は、プルタブ３３に固着したまま、密封包装
体Ｐから除去されるので、必然的に、密封包装体Ｐに開口部Ｚ－３が形成される。
【００１５】
例えば、Ａ成分が流体であれば、開口した時に、Ｂ成分に均一に接触せず、部分的に、包
装系の外に溢れる危険があるが、クランプＣにより、周縁部を抑えておくことによって、
このような心配はなくなる。
該クランプは、使用時には、外しても良く、また、クランプしたまま使用しても良い。そ
の他、上記目的を満たす、例えば粘着テープ等を前記クランプの代わりに使用しても良い
。あるいは、密封包装体Ｐの周縁部を超音波シール等周知の方法により、固着させても良
い。
【００１６】
本発明による貼着体は、物体または、動物や人体の皮膚に貼着して使用するが、用いる貼
着材（粘着加工材等）は、前記密封包装体Ｐに対し、反応成分Ｂを担持するシート、ある
いは密封する包装体は前記密封包装体Ｐの開口予定部に近接して配置するが、前記密封包
装体Ｐと接する面と反対の面に、粘着加工等を施しておくことによって、前記物体あるい
は皮膚に貼着することができる。
前述のように基材シートの裏面に、粘着加工をして、他物体への貼着する方法が主である
が、逆に、密封包装体の表面に粘着加工をしてもよい、いずれのケースにおいても、粘着
加工は、全面あるいは部分加工しても良い。両面粘着テープを別添しておき、使用時に、
所定の位置に添付して、皮膚等に粘着してもよい。
また、本発明による貼着体を、傷テープ等により、皮膚へ貼着してもよい。
【００１７】
本発明の貼着体は、予め、物体、皮膚等に貼着してから、仕切り機能をはずして２つの成
分を混合させて、特別の効能を発揮しても良いし、前記仕切り機能をはずし、効能を発揮
させる状態にしてから、皮膚等に貼着しても良い。
【００１８】
物体、動物や人間の皮膚等に貼着するためには、本貼着体は、薄型であることが望ましく
、その厚さとしては、１　～１５ｍｍである。厚さが１ｍｍ　以下では、例えば、流動体
の収納量が少なすぎて、反応に支障を来す（　密封包装体の内面に付着してしまう等）　
のことがあり、また１５ｍｍ以上の厚さになると、貼着するのに適さなくなる。
本発明の貼着体としては、本発明を構成する構造体として、用途によっては、柔軟性を有
することが好ましい場合がある。例えば、皮膚に貼着して使用する際には、体の動きに追
随した柔軟性を示すことが好ましい。
【００１９】
【作用】
２成分をそれぞれ別のパッケージに収納して、使用する際に、仕切り機能をはずすことに
より、プルタブを引っ張るだけで前記２成分が混合され、 効能を発揮す
るようになる。
【００２０】
【実施例】
図１の形態にしたときに、次のような材質によって、実施した。即ち、
トレーの材質：ポリプロピレンシート（３００μｍ厚さ）
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蓋材の材質　：ＣＰＰ３０μｍ／ＰＥＴ１２μｍ／ＣＰＰ３０μｍ
プルタブの材質：ＳｉＯ　ｘ 　 コートポリエステルフィルムに２液硬化型ウレタン系接着
剤を用いて、シーラント層をラミネートした。この際のシーラント層としてはエチレン－
α・オレフィン共重合体樹脂、ポリプロピレン樹脂、ポリエチレン樹脂、エチレン・酢酸
ビニル共重合体樹脂の混合体をインフレーション法により、３０μｍの厚さに製膜し、片
面にラミネート強度のためのコロナ処理を施した。
トレーを２０ｍｍφ、深さ３ｍｍ　に真空成形し、ＣＰＰ成形体と予めプルタブがついて
いる蓋材を、液体（水）など入れてヒートシールし密封包装体Ｐを形成した。。
布等の支持体をベースシートとしたものの上に粉体をバインダーを使用して固定し、前記
密封包装体Ｐとベースシートとを、クランプＣにより、周辺で物理的に固定した。
前記プルタブに設けたシーラント層は、ポリプロピレン樹脂面（　蓋材の表面に設けたＣ
ＰＰ　層）　にヒートシールした場合に、イージーピールによる易開封性がある。
図２に示すように使用時にプルタブを引っ張ると、先ずＳＲ部分において、易開封を示し
、ついで蓋材カット部においては、蓋はプルタブに固着したまま除去される。除去される
部分の蓋を固着したプルタブをさらに引っ張ると再度易開封性によりＳＲが剥離し、プル
タブを引ききった後に開口部Ｚ－１が形成される。尚、ベースシート４の裏面に、アクリ
ル系の粘着剤による加工を施し、他の物体に貼着できるようにした。
【００２１】
【発明の効果】
上下２段に別々に内容物を固定し、使用時に上段の包装体の仕切り機能をはずし、前記包
装体の中の成分を下段に流し、反応等あるいは混合物の活性化を行わせる。下段の構造体
の下面に粘着加工などをして置けば、例えば医療用途などでは、肌に貼って治療等の目的
に供することができる。
従来の２連式の袋のような横並びで間のシール部を剥離する方法と異なり仕切り機能をは
ずすだけで上下に位置させた二つの成分を反応等させることが容易に出来るので、効能を
発揮するまでの時間が短い。用途としては、特に流動体と粉体、固体等の組み合わせの際
有効である。
又全体の厚みを薄くすることにより、他の物体あるいは皮膚等への貼着が可能となった。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の代表的な構成例を示す断面図
【図２】密封包装体の開口方法についての説明図
【図３】密封包装体の別の開封方法についての説明図
【図４】密封包装体をパウチにした場合の説明図
【図５】従来の技術による使用時混合包装体の説明図
【符号の説明】
１，１１，２１．トレイ
２，１２，２２．　蓋
３，１３，２３．プルタブ又は密封包装体Ｐの一部延長部
４　ベースシート
５　多孔質シート
Ａ　成分Ａ
Ｂ　成分Ｂ
Ｃ　クランプ
Ｐ　密封包装体
Ｆ　外装
Ｋ　カット又はハーフカット
Ｓ　シール部
Ｙ，Ｙ－１，Ｙ－２．開口予定部
Ｚ，Ｚ－１，Ｚ－２．開口部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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